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１ 「版元ドットコム」とは？ 

 「版元ドットコム」のウェブサイト（https://www.hanmoto.com/）には、さまざまな書誌情報を誰で

も検索・閲覧できる表の顔と、会員社だけが利用できる専用メニューという裏の顔があります。 

１-１ 「版元ドットコム」システムの目的 

 「版元ドットコム」システムの目的は、以下のとおりです。 

１-１-１ 当初の目的 

 「版元ドットコム」設立当初の目的は、会員社自身が詳細な書誌情報を公開および更新できるシステ

ムを提供することでした。この目的は、現在も変わっていません。他のオンライン書店など、より多く

の対象に、効率的かつ自動的に書誌情報を配信できるようになりました。 

１-１-２ 現在の目的 

 当初の目的の延長上で、人手の少ない中小出版社が「無駄に同じような作業を繰り返すこと」を避け

られるようにしたり、業務の効率化や整理に役立つツールを提供したり、といった点にも力を入れるよ

うになりました。 

１-２ 「版元ドットコム」システムの利用メリット 

 「版元ドットコム」は、読者と書店、そしてもちろん会員社に、以下のようなメリットをもたらす

「三方良し」のシステムです。ぜひ積極的にご活用ください。 

１-２-１ 読者のメリット 

 一般的なオンライン書店で提供されている書誌情報よりも、詳細かつ新鮮な書誌情報を検索・閲覧

し、本の購入判断に役立てることができます。また、「版元ドットコム」には会員社以外の書誌情報も

掲載されています。詳細ページは可能な限り多くのオンライン書店などへリンクしてあり、読者自身が

どこで購入するかを自由に選択できます。 
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１-２-２ 書店のメリット 

 特定のオンライン書店に依存していない中立データなので、本を紹介するための書誌情報や書影を、

競合を気にすることなく自由に利用できます。また、書籍ページにその出版社の連絡先、取次などの流

通情報、注文用簡易自動生成 FAX 用紙(PDF)などを備えています。 

株式会社カーリルと共同の別プロジェクト openBD（openbd.jp）を通じて API も提供しているの

で、システムで自動取得することも可能です。 

１-２-３会員社のメリット 

 詳細かつ新鮮な書誌情報を読者や書店に活用いただくことで、本の販売促進が図れます。また、ISBN

台帳とバーコード出力機能や、ファックス代行サービス、その他会員限定の各種機能が利用可能です。 

１-３ 「版元ドットコム」でなにができる？ 

 会員だけが利用できる専用メニューの概要です。詳しくは第 2 章で説明します。 

１-３-１ 書誌情報の登録 

 書誌情報は ISBN をキーとします。書名、読み、レーベル、シリーズ、刊行年月日、書店発売予定

日、判型、ページ数、本体価格、著者情報、内容紹介、書影などの基本的な情報。重版情報、書評掲載

情報、ためし読みなどの付帯情報、公開されないメモ情報などが登録できます。 

１-３-２ 配信管理 

 版元ドットコム以外に、JPRO、図書館流通センター（TRC）、トーハン EC 事業部、紀伊國屋書

店、日販週報へ書誌情報を送ることができます。また、出版 VAN を利用できない出版社向けに、在庫

情報を取次へ配信する機能もあります。 

１-３-３ その他の機能 

 ISBN 台帳とバーコード出力、書誌情報の CSV ダウンロード、購入リンクの設定変更、JPRO 上の自

社データを閲覧するためのリンク、ファックス代行サービス、書評リンクの登録、ネット書店の在庫ス

テータス履歴の確認、などが利用できます。 

  



版元ドットコム 会員向けウェブサイト利用マニュアル 

- 5 - 

２ 操作説明 

 本章では「版元ドットコム」の会員専用メニューの使い方について解説します。 

 

 

２-１会員ページへのログイン 

２-１-１ 会員専用メニューへの入り口 

 「版元ドットコム」のウェブサイト（https://www.hanmoto.com/）には、最下部に［会員ログイン］

というメニューがあります。 

 

 

２-１-２ ID とパスワードの入力 

 ［会員ログイン］のページを開いたら、入会時に発行された会員専用 ID・パスワードを入力して

［送信］ボタンをクリックします。 
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２-１-３ 会員ページ 

 ログインに成功すると、会員ページが開きます。上部の黒い帯状の部分がメインメニューです。 

右側には事務局連絡先、法律相談申し込みフォームへのリンク、イベント情報登録フォームへのリンク

などがあります。 
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２-２ISBN 台帳 

 絶版も含め自社の出版物を全て版元ドットコムに登録していれば、［ISBN 台帳］メニューで「次に

どの ISBN を重複せずに使えるか」「（なんらかの理由で飛び飛びに使っている場合）どこが空いてい

るのかの確認」などを一覧で確認でき、また、その画面からデータの新規作成へ進むことができます。

また、ISBN 台帳の一覧からバーコードデータをダウンロードできます。 

 

書籍番号が 3 桁以上の場合は、一覧表示する ISBN の数を限定してシステムの負担をおさえるように

なっています。 

まず何番台を表示したいか決めて「選択」のボタンを押して下さい。 

 

なお社内でなんらか ISBN 割当て方に決め事などがある場合、社内で参照しやすいようメモ保存してお

く欄も設けてあります。 

 

 
 

たとえば上図の例で「01xx」を選択すると、0100 からが以下のように表示されます。 
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右端の「バーコード」リンクからは二段バーコードの PNG 画像をいつでもダウンロードして利用する

ことができます。 

 

 

 

 

 

 



版元ドットコム 会員向けウェブサイト利用マニュアル 

- 9 - 

２-３ 新規登録 

 ［新規登録］メニューでは、これから新しく発行する本、もしくは発行済みの本の書誌情報を、新た

に登録できます。既に登録している書誌情報の一部変更や、一部を流用して新規登録を行う場合など

は、次の［データの変更・転送］メニューを利用します。 

 

 

 ここで入力可能なのは、ISBN、書名、C コード、本体価格です。残りの情報は、次の画面である

［データの変更・転送］メニューから入力します。ここでの必須項目は ISBN だけなので、書名、C

コード、本体価格は空欄でも登録できます。 

 ISBN の出版者記号は、直前に登録した本の出版社記号が自動的に引き継がれて入力された状態に

なっています。古い ISBN を使い切って新しい出版社記号で入力をしたい等の場合は、入力し直してく

ださい。 

また、末尾のチェックディジット（CD）はシステムが自動計算します。そのためチェックデジット

の一桁分の入力欄は無く、書名記号まで入力すればいいようになっています。版元ドットコムのデータ

ベースにすでに登録済みの書名記号では登録ができないようになっています。 

 情報を入力した後に［登録］ボタンをクリックすると、【仮登録】の状態で次の画面へ進みます。な

お、［登録］ボタンをクリックした後は、ISBN の修正ができなくなるため、使うつもりの ISBN を間

違えたなどの場合は、事務局 050-5515-9290 までご連絡ください。 

 いずれにしても「仮登録」のままのものは版元ドットコム自身のサイトを含めどこにもデータが外部

へ出て行きませんので、焦らなくて大丈夫です。 
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２-４ データの変更・転送 

 ［データの変更・転送］メニューでは、書誌情報の状態変更や在庫状態、基本書誌情報や著者情報・

内容紹介・書影などの入力や修正、配信管理や刊行中止処理などが行えます。メインメニューの［デー

タの変更・転送］をクリックした場合は、〈編集タイトルを検索して選ぶ〉〈書籍一覧から編集タイト

ルを選ぶ〉の画面が表示されます。ここから編集したいタイトルを選択してください。 

 
 

 ［新規登録］メニューから遷移してきた場合、初期状態で表示されるのは、［データの変更・転送］

の中にある［状態・在庫・重版の情報］の画面です。このまま書誌情報を追加する場合は、〈基本書誌

情報〉のサブメニューへ進んでください。 

左のサブメニューで画面を切り替えられます。 

 なお、以下のメニューでは、選択や入力が終わったら必ず赤い［保存する］ボタンをその都度クリッ

クして情報を保存してください。入力前に左メニューを切り替えると、入力情報が消えてしまう場合が

あります。 
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各項目の頭に略号があります。その項目がどこへ送信されるのか示しています。 

 [J]=JPRO onix（業界への一般）  [仕]=JPRO 仕入れ情報（取次むけ）  [図]=JPRO 図書館 

 [T]=TRC 独自送信項目（版元ドットコムが以前から独自に TRC へ送っている項目です。 

赤文字で表記された項目は JPRO への配信の際の必須項目です。必ず記入してください。 

 

JPRO モード 

JPRO の入力画面と同じ項目別に並べた「JPRO モード」を新たに実装しました。 

今まで通りの「版元ドットコムモード」と使いやすい方を選択して入力してください。 
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２-４-１ 状態・在庫・重版の情報 

 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューでは、登録した書誌情報の《状態》変更、《在庫》状態の変

更、《重版情報》の追加などができます。 

２-４-１-１ 状態 

 《状態》では、書誌情報を【仮登録】【近刊】【発行済み】の状態に切り替えられます。 

 ［新規登録］したばかりの初期状態は【仮登録】になっています。これは、制作中の書誌情報を下書

きとして保存している状態で、閲覧可能なのは自分だけです。 

 発売日以前に【近刊】へ切り替えると、JPRO や TRC などの外部提携先へ自動で情報が転送されま

す（※JPRO へは契約済みかつ版元ドットコムから配信する約束になっている出版社のみ）。【近刊】

の状態は、発売日になっても自動で【発行済み】には変わりません。手動で変更してください。 

 

２-４-１-２ 在庫 

 《在庫》では、出版社での在庫状態を切り替えます。初期状態は【選択しない】です。 

《状態》が【仮登録】や【近刊】のときは、まだ市場に出回っていないわけですから在庫という状態そ

のものがありえないので、【選択しない】のままにしてください。 

出版 VAN のステータスコードに準じており、【在庫あり（11）】【在庫僅少（21）】【重版中

（22）】【品切れ・重版未定（33）】【絶版（34）】から選択できます。 

２-４-１-３ 公開 

 《公開》では、この本の書誌を【公開】するか【非公開】とするかを選択できます。初期状態は【非

公開】になっています。【非公開】のままだと、《状態》を【近刊】や【発行済み】に切り替えても、

情報が配信されないのでご注意ください。 

２-４-１-４ 受賞情報 

図書館選書用情報として JPO へ、また版元ドットコムから TRC へ直接、送られます。 

２-４-１-５ 販売リンク 

社の独自販売サイト等がある場合 URL を入力します。個別の本を特定する URL にしてください。版元

ドットコムサイトにも、「オンライン書店で購入」のリンク群の一番上に、表示されます。 
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２-４-１-６ 販売リンク設定 

 《販売リンク設定》では、「版元ドットコム」ウェブサイトの書誌詳細情報ページ右側に表示される

リンクボタンを、【通常販売】【問い合わせ】から選択できます。 

 版元ドットコムが提携して優先表示しているオンライン書店（現在は「honto」）からの購入へ誘導

でよい場合は【通常販売】のままに、書店では入手が難しく出版社の手元に在庫があり直接販売可能な

場合などは【問い合わせ】にするといいでしょう。【デフォルト】の状態（つまり個別の本ごとの選択

ではなく全部の本の初期状態）は、［会員情報変更］の画面でどちらかを選択できます。 

 
 

２-４-１-７ 重版情報 

 《重版情報》では、刷り数（第二刷・第三刷など）、重版年月日、部数、総部数、重版コメントが入

力できます。「版元ドットコム」ウェブサイトに表示されるのは刷り数、重版年月日、最新の重版コメ

ントだけです。部数と総部数は一般公開されません。部数にはマイナスも入力できるので、断裁情報を

登録しておくことも可能です。 

 なお、重版情報が登録された本は、「版元ドットコム」ウェブサイトの［増刷した本］に表示された

り、版元ドットコムの Twitter 公式アカウントでアピールされたりします。現状 EC サイトなどで個別

の本の重版情報が掲載されているところはほぼありません。読者や書店へアピールできるセールスポイ

ントなので、活用してください。 
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２-４-２ 基本書誌情報 

 〈基本書誌情報〉のメニューでは、［新規登録］の入力項目以外の、基本的な書誌情報の入力や変更

ができます。 

 

 
 

 以下は、とくに注意すべき項目です。 

《雑誌 JAN コード》は、その商品が雑誌である場合だけ入力します。書籍 JAN コードではありません

（書籍 JAN の入力は不要です）。 

 《書店発売日》には、書店発売“予想”日を入力してください。目安は、取次搬入日プラス 2 営業日で

す。この項目が必要なのは、JPRO などへ情報を配信する場合に「いつまでが近刊（発売前）なの

か？」という区切りが必要となるためです。 

 《連絡先氏名》《連絡先部署》JPRO の仕様変更により、どちらか一方は必ず入力が必須になりまし

た。片方入力、両方入力どちらでも OK ですが、両方空欄はできません。 

２-４-３ 著者情報 

 〈著者情報〉のメニューでは、著、編、訳、画など、本へ関与した人の情報を入力できます。複数の

著者を入力する場合は、画面下部の赤い［著者追加］ボタンをクリックしてください。 
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 以下は、とくに注意すべき項目です。 

 《著者区分》は「版元ドットコム」で使用する項目で、入力したテキストがそのまま表示されます。

《著者区分（ONIX）》は JPRO などへの配信に使用する項目で、標準の統一フォーマットから選択す

る形になっています。つまり版元ドットコムで独自での表示として入力したものは、オンライン書店な

どにはデータとして渡されません。 

 なお、「版元ドットコム」ウェブサイトではとくに上限を設けていないためすべての著者が表示され

ますが、外部へ配信する場合は相手次第となります。たとえば TRC は最大 2 名、日販速報は 3 名まで

です。そのため、重要な著者は最初のほうに登録するようにしたほうがよいでしょう。 

２-４-４ 内容紹介 

 略号付きの項目があることから分かるように、項目によっては JPRO や図書館用情報としても使われ

ます。JPRO を通じてデータが渡される EC サイトなどでは基本的に一番最初の「内容紹介」項目が利

用されますから、この項目だけはできるだけきちんと記入しましょう。 
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２-４-５ 取次向け情報 

取次に対する仕入れ情報として必要な項目が並んでいます。「業量平準化」で取次協会が必要としてい

る「取次搬入予定日」の入力欄も、この中にあります。 

業量平準化については「日本出版取次協会」の公式説明ページを一度はちゃんと御覧ください。新刊の

混雑予想カレンダーも公開されています。 

http://www.torikyo.jp/b-gyoryo/index.html 

なお、大手取次の新刊「委託」配本を利用しない場合は基本的にはこの項目は使いません。 

２-４-６TRC 向け情報 

図書館選書用や版元ドットコムから TRC への独自送信に利用される項目が並んでいます。図書館用の

一般的な項目は[図]、版元ドットコムから TRC への独自送信項目は[T]とマークされています。 

 

２-４-７「これから出る本」（書協会員専用） 

ここは、有料で書経会員契約している出版社専用のコーナーで「これから出る本」のための入力項目で

す。 

会員ではない方が送っても利用されることはありませんので、対象ではない社はいじらないでくださ

い。 

２-４-８ 書影 

 〈書影〉のメニューでは、書誌の画像データを 6 点まで登録できます。メインが 1 点、サブ画像が 5

点です。 

一枚目（メイン画像）は必ず表紙画像、その他は「その商品を説明する補足画像」と考えて下さい。 

カラーモードは RGB で、フォーマットは JPG です。サイズは 1000 ピクセル以上（JPRO の仕様に準

じています）。JPRO の仕様では上限が 2500 ピクセル以内ですが、上限を超える場合は JPRO へ送付

前に自動でリサイズしますので、上限は気にしなくて大丈夫です。 

外部メディアから要望された場合などにそのまま渡せるよう、印刷に耐え得るレベルの高解像度画像

（350dpi くらい）を登録しておくことをお勧めします。 

 

登録ミスなどで再登録したい場合は、そのまま再度アップロードすれば上書きされます。上書きされた

画像は、JPRO 契約がある社は JPRO にも上書きで送付されますから、結果として既存のオンラインシ

ョップなどの画像も上書きできます。 
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「削除」にチェックを入れて「アップロード」

ボタンを押すことでその画像を消すことができ

ます。 

ただしこれで消すことができるのはあくまも版

元ドットコムのサイト上だけです。JPRO を通

じてすでに配布されたオンラインショップ上の

画像を版元ドットコム側から取り下げさせる方

法は、ありませんのでご注意ください。 
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２-４-９ 電子書籍情報（開発中） 

 〈電子書籍情報〉の登録機能は開発中です。メモ書きを追記することは可能ですが、利用することは

まだできません。 

紛らわしくてすみませんが開発途中の電子書籍の登録機能は、個別の書誌の画面ではなく、書誌一覧

画面の冒頭にある「電子書籍ツール(β)はこちら」 https://kaiin.hanmoto.com/kaiin/denshi/dl.php の

リンクからご利用ください。 

 

以下のような画面が新しく表示されて、電子書籍データの新規登録や編集ができます。 

 

ただし、2021 年 8 月現在では、この電子書籍ツールでできることは版元ドットコムのデータベース

への登録と、電子取次に入稿する時に添付する書誌データを出力できる機能だけです。 

また、版元ドットコムのデータベースへは登録されますが、版元ドットコムサイトに電子書籍と明示

しての表示、あるいは、紙の本に対して「電子書籍あります」表示をつけるなどのことは検討中段階で

あり、2022 年 5 月現在はまだ表示はされません。 

https://kaiin.hanmoto.com/kaiin/denshi/dl.php
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２-４-１０会員独自情報 

 〈独自情報〉は、独自のジャンル区分や社内での整理情報など、会員社が自由に利用できるメモ欄で

す。版元ドットコムサイトのどこへも表示されず、どこへも送信されません。 

 

２-４-１１ 配信管理 

 〈配信管理〉のメニューでは、書誌情報が自動配信される対象の履歴を確認したり、手動で送信する

対象のためのボタンが利用できたりします。 

 

〈状態・在庫・重版の情報〉メニューで《状態》を【近刊】に変更すると自動配信される JPRO（1 日 2

回 8 時半と 14 時半）、TRC（1 日 1 回）、e-hon 書影（毎週月曜日）、紀伊國屋書店（毎月 1 日）

は、最終送信日が確認できます。JPRO を通じて Amazon・楽天などのオンラインショップや書店、取

次、大学生協本部などに情報が配信され、予約や発売前告知が可能になります。空欄になっている場合

は、まだ送信が行われていません。 
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 〈状態・在庫・重版の情報〉メニューで《状態》を【近刊】にした本は、〈配信管理〉から日販速報

へ情報を送信できます（任意なので自動ではなく、送信操作が必要です）。ただしこれはあくまでも

「掲載依頼」であり、締め切りや紙幅の都合で載らない場合もあります。また、日販と直接契約がない

場合は原則として載りません。あくまでも「取次と契約のある出版社の本を、取次と契約のある書店へ

知らせる」ための冊子であり、JPRO などのように「ひろく世間に知らせる」ためのものではありませ

ん。 

 また、日販と契約があっても JPRO からデータが行っている場合には日報広報部は自動的にそちらの

データを使いますから、二重に送る必要はありません。 

トーハン週報は 2019 年 3 月より JPRO のデータのみ使うようになりましたので、版元ドットコムから

の直接の送信はありません。 

 

 

 出版 VAN を利用していない出版社は、《在庫情報の配信》から取次へ在庫データを送信できます。

ただし、なんでもとりあえず送っておけばいい、というような使い方はしないでください。 

この項目の機能は、あくまでも出版 VAN が利用できない出版社の場合の救済処置です。たとえば、利

用している出版流通倉庫が出版 VAN に対応していて、倉庫から在庫ステータスが送信されている場合

は、むしろ利用すべきではありません。取次側の情報が混乱してしまいます。 

また、本当の出版 VAN のようなリアルタイムで自動反映する仕組みではありませんので反映に時間が

かかったり、土日祝日などには全く情報が反映されなかったりします。 

２-４-１２ 刊行中止処理 

 〈刊行中止処理〉のメニューでは、近刊として書店・取次などへ配信してしまった書誌情報や、公開

済みの書誌情報を、刊行中止として処理します。 

中止情報は、JPRO から書店・取次などに送信されます。あくまでも JPRO に対する処理であり、有

効範囲は JPRO からデータを受け取っている書店・取次などにかぎられます。出版業界全体へ汎用的な

反映を保証するものではありません。 

 このメニューを利用した場合は、版元ドットコムの管理画面でもデータが自動的に「非公開」になり

ます。 
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 また、この項目を利用した後は JPRO の管理画面へ行って

下記の操作で JPRO のデータを「受信」している利用者への

連絡も入れるようにしてください。 

 

 

JPRO の管理画面へ行ったら、画面左端の「メニュー」をク

リックして 

表示されるメニューの中から、「重要事項連絡ツール」をク

リックして、さらに表示されるメニューの中から「新規連

絡」へ進んでください。 

あとは、画面に必要事項を入力していただければ完了です。 

 

 

 

 

２-５ JPRO 

JPO 出版情報登録センター（略称：JPRO）と契約済み、かつ、版元ドットコムに書誌を入力したら自

動的に近刊情報を JPRO へ流す、という契約になっている会員社は、[JPRO]メニューをクリックする

ことで直接 JPRO の管理画面にログイン済みの状態で入ることができます。 

 

これは、たとえば各種オンライン書店などに、期待したように書誌情報が掲載されていないなどの場

合、「版元ドットコムから JPRO へは正しく情報が渡っているのか」を JPRO で直接見ることで確認す

るためです。 

JPRO の管理画面の情報が正しければ、原則として会員社自身→版元ドットコムのシステム→JPROは

すでに正しく責任を果たしており、問題がおそらく相手先にある、という前提で行動することができま

す。 
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「登録済みの情報の確認」をクリックして ISBN か書名でデータを検索できます。 

表示された画面の書籍名そのものがさらに詳細な画面へのリンクになっているので、これをクリックす

ることで、JPRO が持っているその本の全ての情報が分かります。 

版元ドットコムから JPRO へデータを渡す契約になっている出版社は、JPRO 上で書誌データを追加し

たり編集したりすることはできません。しかし、BooksPRO 用の追加登録、販促情報の登録は、上記の

出版社でも可能です。それぞれ下記のように表示されている入力入り口から必要な操作をしてくださ

い。 

 

また、JPRO への電子書籍の登録も同様に JPRO 上で行います。 
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２-６会員情報変更 

オフィスに引っ越しがあったり、電話番号が変わったりした時、あるいはメーリングリストに参加する

メールアドレスを追加したり削除したりしたい時、また契約している取次に変化あった時などは、[会

員情報変更]の画面を直接更新して下さい。 

更新した内容は事務局へも伝わるようになっていますので、別途電話やメールでご連絡いただく必要

はありません。 

一部の重要な項目（「取引コード」「JPO 登録のありなし」など）は会員社ご自身では変更できない

ようになっています。変更できない項目について変更の必要があるような状況が発生した場合は、事務

局へご連絡ください。 

２-７ FAX 送信（書店および図書館） 

［FAX 送信］メニューでは、ファックス送信代行サービスが利用できます。このサービスの利用には会

費とは別に、1 回基本料金 1000 円+送信成功 1 件につき 15 円が必要です。版元ドットコムでは全国約

5800 の書店 FAX 番号情報を所持しており、新規店や閉店などの情報を集中管理で随時メンテナンスし

ています。そのため、より精度の高いファックス営業が可能です。 

 また、図書館へのファックスも同様の機能をご提供しています。 

 

画面右上にある「ご利用方法」をクリックすると、説明 PDF をご覧いただけます。 

「カスタム送信先」の機能を利用し、版元ドットコムが保持していない送信先のリストを独自に用意し

ておくことも可能になりました。古書店、美術館、専門ショップなど独自の卸先などを登録しておくこ

とで、書店へと同時に FAX 送信できます。 
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２-８ ためし読み 

 ［ためし読み］メニューでは、JPO 管轄下のためし読みシステム「tameshiyo.me」が利用できます。

ためし読み用の連番 JPG ファイルをアップロードするか、PDF アップロードして自動的に連番 JPG に

変換されたデータの取捨選択を管理画面から行ったりすることで、版元ドットコムのサイト上だけでは

なく、提携オンライン書店の書誌詳細情報ページにためし読みボタンを自動掲出できます。 

 2021 年 8 月現在、e-hon／honto／楽天ブックス／紀伊國屋書店／HonyaClub/HMV＆BOOKS／ な

どのネット書店で、自動掲示されます。 

 画面に表示されている（各社別の）ID とパスワードを「tameshiyo.me 管理画面に移動」ボタンをク

リックして表示されるログイン画面で入力して、利用します。 

 利用には JPRO と契約済みである必要があります。 

  

 
 

ためし読みファイルそのものは即時に生成されますが、版元ドットコムの本にためし読みがある旨の

ボタンが表示されるのは、翌日午前中です。毎朝一回、会員社以外の本のためし読みデータも、ためし

読みのサーバーに確認に行って、ひとまとめにボタンを付ける処理をシステムが繰り返しているからで

す。 

 オンライン書店各社もおそらく同様に、独自の間隔でボタンを付ける処理をしていますから、即時で

はなく、また全部同時にもつきません。少し気長に、数日ほど様子をみましょう。 

データがちゃんと作成されているかどうかは常に以下の法則の URL で直接確認できます。 

https://tameshiyo.me//ハイフン無しの ISBN 

 

なおこの URL は掲載されるサイトに関係なく単独でためし読み画面を表示できます。自社サイトに

掲載したり、読者向けのメールマガジン、自社のツイッターなどで配布することで、自社独自にためし

読みコンテンツを利用することが可能です。 
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２-９書評入力 

 ［書評入力］メニューでは、新聞、雑誌、ウェブメディアなどに取り上げられた書評の掲載日・掲載

メディア・評者・記事へのリンクが登録できます（書評の文章そのものではありません）。なお、朝日

新聞、読売新聞、日本経済新聞、産経新聞、東京新聞の日曜版と日本経済新聞の土曜・日曜の版の書評

欄で取り上げられた書評は、版元ドットコム事務局側で登録しますので、会員による登録が必要なのは

それ以外の媒体です。 

 まずタイトルか ISBN で本のデータを検索します。 

 

 検索結果の一覧から、［この本の書評を入力］ボタンをクリックします。 

 
 書評情報を入力します。 
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［掲載紙］に掲載メディアがない場合は、右上の［掲載紙マスタ登録/編集］メニューからご自身で登

録してください。 

「書評」という言葉にとらわれず、たとえば著者や関係者が自分のブログでその本についての記事を

書いたという場合や、何らかのメディアで紹介されたという場合も含め、本を明示して何らかの形で紹

介されておりそれを出版社自身が版元ドットコムサイトに掲載したいと思うのであれば、なんでも登録

してかまいません。 
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２-１０SRC 倉庫 

SRC 倉庫に納品した書籍の現在の在庫状況などが確認できる画面です。 

ざっと情報を一覧できる「ギャラリー表示」と、テキストの表形式で情報を把握できる「一覧表示」

があり、画面右上で切り替えられます。 

SRC 倉庫利用の詳細については、上部メニュー「その他サービス」→「SRC 倉庫利用」の説明文を

確認してください。 
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２-１１近刊予約 

honto（https://honto.jp/）で自動的に近刊予約を受け付ける対象になっている社は、JPRO に近刊デー

タを送っておくことで近刊予約カートが自動的に表示されます。 

予約受付期間（通常発売日の 2 週間前頃まで）をすぎると、honto のウェブサイト上で実際に読者が入

れた予約注文数、加えて、honto の営業部側が望んだ場合は、それ以外の追加希望数が、メールで連絡

されます。 

（予約注文数も追加希望数も０冊の場合は連絡自体が来ません）。 

 

 [近刊予約]メニューでは、上述したメールでの連絡を同じものが、一覧記録として保存されていま

す。 

メールを見逃したのではないか、等の時の確認用に、また、過去の受注実績の記録として、ご利用くだ

さい。 

 

※原則として honto 側が対象にしたい社を選びます。残念ながら版元ドットコムに入会すれば自動的に

対象社になれるわけではありませんので、あらかじめご了解ください）。 

 

 

  

https://honto.jp/
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２-１２ネット書店新刊チェッカー 

自社の近刊〜新刊の時期の商品が、EC サイトでいつ書誌データが掲載され、いつから予約が行われ、

いつ通常販売になったか、などの動きを見るものです。 

一点ずつ毎日人間が各サイトを巡回して目視確認するのと同じことしかしていませんが、出版点数が

多い場合などは、楽かもしれません。 

また、自社の本が「多くの場合どのように扱われているか」という傾向を把握できるようになるとい

う面もあります。 

近刊から新刊発売時期にかけての動向をチェックするものなので発売予定日の一定日後までしかデー

タ収集は行いません。 

以下はとある会員社の本の実例です。 

 

※API データ利用規約の制限で、現在は Amazon のデータは取得できなくなっています。 

２-１３ネット書店既刊チェッカー 

自社の商品が HonyaCLUB、honto、楽天ブックスどう表示されているのかを繰り返し調べて、履歴も

閲覧できる機能を備えた一覧にするツールです。 

※ご注意：リアルタイムの情報ではありません 

すでに会員社の書誌点数は 6 万点以上で、一日でその全ての状況を確認し終えることは、現実

にはできません。全体を 7 分割して毎日 1 万点弱ずつを調べるということをずっと繰りかえし

ますので、もっとも遅い場合一週間前の状態が表示されている可能性があります。 

また「出版社単位」での収集でもなく、データベースからの抽出なので、昨夜収集した情報

と一週間目の情報が混在している可能性もあります。 

「今どうなのか」をピンポイントで知る目的であれば、むしろ版元ドットコムの個別の書誌

の画面から販売リンクをクリックして目視していただいたほうが良いです。 
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このツールは、ここしばらくこの本は在庫ありとなしを行ったり来たりしているな、あるい

は、ずっと在庫が足りているようだな、などの「動向」を把握するものと考えてください。 

 

【在庫状況が確認できる書誌の範囲】 

御社の、版元ドットコムに登録済みの書誌で、非公開ではないものがチェック対象です。 

 

【変動履歴の確認】 

複数回利用していると、それぞれの本の行をクリックして開いたウインドウで、在庫変動の履歴を確認

できるようになります。 

以下は、複数回データ取得して履歴が表示できるようになった書誌の一例です。

 
※API データ利用規約の制限で、現在 Amazon のデータは取得できません。 
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画面右上のメニューの説明です。 

 

まずは❶の「ご利用方法」をクリックして説明をご確認ください。 

通常は先にご説明したように、何も指示をしなくても会員全社の書籍の状況を 1 週間かけてくりかえ

し巡回し続けていますが、❷「チェックを予約する」をクリックすると、御社の全書籍のデータを対象

オンライン書店での在庫状況のデータを、ある一晩に集中的に取得します。夜 10 頃からまとめてチェ

ックを開始し、たいていは翌朝 8 時時頃には終了する予定です。相手サイトの混み具合とチェックする

書誌の総点数によって終了時刻は若干変わります。 

画面には何日何時に取得したデータか「〇〇出版の書誌一覧 更新日時：20xx/月/日 時:分」が表示

されていますので、最新データが取り終わっているかどうかはそこをご確認ください（データ取得途中

には途中結果は表示されず、データ取得が全て完了したあとに全部が表示される仕組みですから予約を

入れたあとそのまま待っていても当分の間は何も表示されません）。 

 

 

【利用の制限事項】 

1. 1 日 1 回 

「チェックを予約する」で申し込めるのは 1 日 1 回までとしています。 

 

2. 全利用社で 1 万書籍 

相手先サイトへの迷惑になることや、取得にそれなりに時間がかかるため 24 時間で終わらない可能性

がでてくることなどの理由により、当面は「すべての利用社のチェック要望書籍数が 1 万点以内」を一

日の上限にしています。 

予約数上限に達している時はその旨表示されますので、翌日以降再度予約を試してください。 

 

❸「最新 CVS」のボタンをクリックして、取得したデータの最新の分の結果を CSV として手元にダウ

ンロードできます。 

同じく❹「全履歴 CSV」から（複数回利用している場合には）これまでの履歴が全部入った CSV を

ダウンロードできます。なお、全履歴入りの CSV は、同一書名の行が履歴がある回数分だけ機械的に

繰り返される仕様ですから、在庫変動を全書籍に渡ってじっくり分析したいなどの場合以外は、使いに

くいでしょう。 

通常は「最新 CSV」の方のご利用をおすすめします。 
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２-１４TRC 販売データ 

TRC(図書館流通センター)が月一回配布している「ストックブック」「ベル」「新継続」についての販

売データを管理画面内で閲覧できます。 

TRC のオリジナルデータには C コードが存在しませんが、版元ドットコムのデータベース内の存在

するものであれば版元ドットコム登録時に補完していますので、C コードで他社の出版物を絞りこめま

す。また元データをデータベースに項目別に登録し直しているので、見出し行をクリックすることで検

索結果のデータを販売冊数の多い順、返品率の低い順、等々に簡単に並べ替えることができます。 

 

ストックブックの販売結果が公表されるのは 6 ヶ月後になってからなので、そもそもリアルタイムで

図書館に売れている本を確認する、という意味合いのデータではありません。 

自社企画の参考にするなど、過去の実績を参考にするもの、とお考えください。 

 

 
 

２-１５うれ太 

版元ドットコム会員社は、丸善ジュンク堂書店グループの「POSDATA うれ太」の簡易版を、管理画

面の[うれ太]メニューから利用することができます。 

これは版元ドットコム会員だけが利用できる版元ドットコムと丸善ジュンク堂との特別専用契約で

す。直接うれ太画面にログインすることはできず、必ず会員社が一旦版元ドットコムへログインした上

で利用する必要があります。 
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２-１６営業データ統合ツール 

 ［営業データ統合ツール］メニューでは、Amazon ベンダーセントラル（有料版のみ）、ジュンク堂

うれ太、紀伊國屋書店パブライン、大村紙業（倉庫会社）の発注実績データをアップロードすること

で、1 つのファイルに統合できます。それぞれのシステムからは CSV データがダウンロードできます

が、統合するには手作業での加工が必要となります。これを、アップロード＆ダウンロードするだけ

で、きれいに統合されたファイルにできます。 
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２-１７アクセス状況 

Google アナリティクスを使った、版元ドットコムサイトのアクセス状況データを、公開しています。 

外部からのサイトのアクセス状況と、会員管理画面の利用状況（主に事務局が会員の利用動向を把握す

る参考にするため）の 2 つの画面です。 
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２-１８イベント情報 

 「版元ドットコム」ウェブサイトには、イベント情報も掲載でき

ます。ただ、現状はシステム化されておらず、フォームで入力いた

だいた情報を事務局が手作業で反映しているため、反映まで少し時

間がかかる場合があります。 

 

 

 

 内容は https://www.hanmoto.com/event に掲載されます。 

 

 

  

https://www.hanmoto.com/event
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２-１９法律相談 

版元ドットコム会員は、村瀬拓男弁護士に法律相談を直接依頼することができます。 

管理トップ画面右の「法律相談フォーム」から専用入力ページへお進み下さい。 

 

相談内容は村瀬弁護士にのみ直接送られ、版元ドットコム事務局が内容を知ったり記録を保存したりす

ることは、いっさいありません。料金の請求代行のために、どこの社がいつ村瀬さんにこのフォームか

ら連絡を入れたか、ということのみが、記録されます。
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２―２０その他サービス 

ツールの「画面」として提示することはできないが、版元ドットコムと特定外部企業との間で約束事が

ある事例などの紹介、あるいは、詳細な説明を読んでいただく必要があるケースなどを、特別にこの

コーナーに掲載しています。2022 年 5 月現在は以下の利用説明情報が掲載されています。 

・SRC 倉庫利用 

・MBJ あるいはボイジャーでの電子書籍製作・販売の紹介 

・大日本印刷の POD 制作利用契約 

・法律相談 

また別途「鎌垣ラジオ（仮）」など版元ドットコムの Youtube 動画の説明とアーカイブも置いてありま

す。 

3 わからないことがあったときは 

３－１事務局への問い合わせ 

お気軽に事務局に、メールまたは電話でお問い合わせください。 

hanmoto-g@hanmoto.com Tel.050-5515-9290 

土曜・日曜・祝日をのぞき午前 10 時から午後 7 時まで。 

 

３－２メーリングリストへの投稿 

版元ドットコム参加会員社の中には、あなたが知りたいと思っていることをすでに知っていたり、経験

済みだったりする社がいる可能性があります。積極的に問いかけの投稿をしてみましょう。答えが得ら

れた時は、あなただけではなく同じく知りたいと思っていた他の会員社も知見や情報を共有でき、多く

の方が同時に恩恵を受ける可能性があります。 

同様に、あなたがご存知のことが質問として投稿された時は、自社業務上の秘密に当たらない範囲で

できるだけ投稿して上げてください。 

会員・会友メーリングリストは hanmotoml@hanmoto.com 宛に投稿してください。 

 

※事務局員だけが拝見する hanmoto-g と版元ドットコムの全会員が見る hanmotoml は別のものです。

使い分け、ご注意ください。 

  

mailto:hanmoto-g@hanmoto.com
mailto:hanmotoml@hanmoto.com
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